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１．長寿命化修繕計画の目的

　東御市が管理する橋梁は，平成３０年１２月現在で１９５橋あります。この内，建設後５０年以上を経

過した橋梁は３７橋(１９％)となっており，さらに３０年以上で括れば９７橋（５０％）となります。したがっ

て，これから２０年後にはこれら全ての橋梁が高齢化橋梁に分類されることになります。

　こうした状況から，平成２３年３月には，第１期の橋梁長寿命化修繕計画を策定して維持管理コスト

の縮減や平準化を図り，計画的な修繕を実施してきたところです。

　今般，前回の計画策定から８年が経過し，さらに「長野県道路橋定期点検要領（平成２７年６月）」

による新たな点検を実施したことから，第１期の計画を見直し，第２期の「東御市 道路橋長寿命化修

繕計画」を策定して，橋梁の長寿命化を効率的に進めることとしました。

■第２期計画の概要

橋歴区分 橋梁数

50年以上 37 

40～49年 8 

30～39年 52 

20～29年 73 

10～19年 18 

10年未満 7 

合　計 195 

50年以上

19%

40～49年

4%

30～39年

27%

20～29年

37%

10～19年

9%

10年未満

4%

東御市

全１９５橋

　　　　　　　　　第１期修繕計画

1.橋梁の健全度と重要度に応じた優先

　順位付けと計画的な修繕の実施

2.計画的な補修による架替コストの縮減

3.日常的な維持管理による予防保全 

　　　　　　　　　第２期修繕計画

1.橋梁の重要度に応じた維持管理区分の適用

2.橋梁の健全度と重要度に応じた優先順位

　付けと計画的な修繕の実施

3.４段階の健全度評価による修繕計画の策定

4.日常的な維持管理による予防保全 
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２．長寿命化修繕計画の対象橋梁

　１）長寿命化修繕計画の対象とする橋梁数

　２）長寿命化修繕計画の対象橋梁について

1) 長寿命化修繕計画では，管理橋梁の内橋長2.0m以上の橋（ボックスカルバートを含む）を計画

　  対象とします。

2) 管理水準の設定や効率的な維持管理を目指して，グループＡ，Ｂ，Ｃの３つの区分により維持管

　　理を行います。

分　　類 橋梁数 備　　考

 全管理橋梁数 195

 うち計画の対象橋梁数 195

 うちH22までの計画策定橋梁数 24

グループＡ 45
１級市道，長大橋(橋長50m以上)，
跨線橋，跨道橋など

グループＢ 38 ２級市道，橋長15m以上の橋など

グループＣ 112 その他の市道，橋長15m未満

合　　計 195

グループＡ
 １級市道，長大橋（橋長50m以上），跨線橋，跨道橋，孤立集落が発生
 する橋梁など

グループＢ  ２級市道，橋長15m以上の橋梁など

グループＣ  その他の市道，橋長15m未満の橋梁など

 うちH30の
 計画策定橋梁数
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

　１）健全度の把握

　橋梁の健全度は，５年に一度の定期点検をもとに，橋梁部材ごとに健全性の判定を行うことで

把握します。ここで，定期点検は，「長野県　道路橋定期点検要領」（平成２７年６月）に準じて実

施します。橋梁点検の体系，点検の種類と内容及び健全性の判定区分を次に記します。

　２）日常的な維持管理

　橋梁を良好な状態に保つために，日常的な維持管理として，パトロールや清掃，排水桝の土砂

撤去などを行うとともに，損傷の早期発見，早期対応に努めます。

点検種類 内　　　容

通常点検
 通常点検とは，損傷の早期発見を図るために，道路の通常巡回として実施
 するもので，道路パトロールカー内からの目視を主体とした点検をいう。

定期点検
 定期点検とは，橋梁の損傷状況を把握し損傷の判定を行うために，頻度を
 定めて定期的に実施するもので，近接目視を基本としながら目的に応じて
 必要な点検機械・器具を用いて実施する詳細な点検をいう。

異常時点検
 異常時点検とは，地震，台風，集中豪雨，豪雪等の災害や大きな事故が発
 生した場合，橋梁に予期していなかった異常が発見された場合などに行う
 点検をいう。

詳細調査
 詳細調査とは，補修等の必要性の判定や補修等の方法を決定するに際し
 て， 損傷原因や損傷の程度をより詳細に把握するために実施する調査を
 いう。

区　　分 状　　　態

Ⅰ 健　　全  道路橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
 道路橋の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点から
 措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講
 ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
 道路橋の機能に支障が生じている，又は生じる可能性が著しく
 高く緊急に措置を講ずべき状態。

橋梁点検
通常点検

（道路パトロール）

定期点検

（5年毎に1回実施）
詳細調査

異常時点検

（地震等災害時）

【 橋梁点検の体系図 】

【 橋梁点検の種類と内容 】

【 定期点検による健全性の判定区分 】

-3-



４．橋梁の長寿命化及び修繕･架替に係る費用の縮減に関する基本的な方針

　１）基本方針

　前回の第１期長寿命化修繕計画では，予防保全型修繕計画を策定して維持管理費用の縮減に努

めてきましたが，今回もこの基本方針を踏襲して，安全性，信頼性を確保するとともに，トータルコスト

の縮減を目指します。

　また，劣化予測に基づく修繕計画を立案し，さらに地域特性にも配慮した予防保全型管理の実施を

徹底することにより，橋梁の長寿命化を図るとともに修繕・架替に係る費用の増大を抑制します。

　２）維持管理費縮減の具体的イメージ

　従来の対症療法型管理と予防保全型管理によるコスト縮減のイメージを下図に示します。予防保全

型管理では，次の①～③で対策を講じます。

① 健全度Ⅲに到達する前に予防保全を実施する。

② 点検結果が健全度Ⅲの場合，評価開始年から「早期に修繕」を実施する。

③ 点検結果が健全度Ⅳの場合，評価開始年から「緊急対策」を実施する（東御市では該当無し）。

【管理手法による健全度と維持管理費の変移イメージ図】

健全度Ⅰ

健全度Ⅱ

健全度Ⅲ

健全度Ⅳ

健全度

早期修繕

緊急対策

経過年数

維持管理

目標ライン

評価開始年

劣化予測線

予防保全

架替

対症療法型管理

予防保全型管理

維持管理費

コスト

縮 減

対症療法型管理

予防保全型管理

経過年数
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５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期

　ここでは，２０１９年度以降１０年間の年次計画を提示します。計画に際しては，これまでの点検

結果をもとに計画対象とする橋梁を選定し，市の修繕計画との整合を図りながら予算の平準化等

にも配慮します。また，次回以降の点検結果も盛込みながら５年毎に見直しを行うものとします。

　１）点検結果の概要

　今回の定期点検による診断結果を右図に

示します。東御市では，第１期の長寿命化

修繕計画による補修を実施してきた結果，

緊急措置段階のⅣ判定は０橋，早期措置段

階のⅢ判定は６橋となっています。

　これまでの予防保全型の維持管理が功を

奏している結果と考えられます。

　２）計画対象橋梁の選定

　計画対象橋梁は，点検結果がⅢ判定の橋梁（内１橋は来年度補修予定のため対象から除外し

５橋とする）と，グループＡに属する橋梁で点検結果がⅡ判定の橋梁を中心に選定します。

　３）修繕内容と計画方針

　修繕計画は，東御市の既存計画との整合を図りながら補修年度を設定するとともに，以下の点

に留意して立案します。

①計画対象の大部分を占める供用開始２０年程度以上の橋梁では，年代的に防水層は未設置

　 と考えられることから，劣化部分の補修とともに防水層設置などの排水処理を考えます。

②市の既存計画との整合を図るとともに，規模の小さな橋梁に対しては，出来る限り単年度での

　 修繕計画とし，かつ予算配分の平準化に配慮した計画とします。

Ⅰ

79橋

41%
Ⅱ

 110橋 
56%

Ⅲ,6橋

 3%
Ⅳ, 0橋, 

0%
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６．長寿命化修繕計画による効果

　今後３０年間における，橋梁長寿命化修繕計画に伴うコスト縮減効果を下図に示します。

　予防保全型の維持管理によって，従来の対症療法型維持管理に比べて，３０年間では６億円の

コスト縮減効果が見込まれます。

・対症療法型修繕費の累計 億円

・予防保全型修繕費の累計 億円

差 額（縮減効果） 億円 （ の縮減）

７．計画策定部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

　１）計画策定担当部署

東御市 都市整備部 建設課 TEL 0268-62-1111(代)

　２）意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

信州大学工学部　水環境・土木工学科　工学博士　大上俊之　教授
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